
Ⅰ 学校調査 

 

１ 総括 

 

(1) 学校数 

① 幼稚園 

・ 本県の幼稚園数は88園となっており、前年度より２園減少、５年前より７園減少と

なっている。 

 

② 幼保連携型認定こども園 （平成27年度創設） 

・ 本県の幼保連携型認定こども園数は150園となっており、前年度より４園増加、５

年前より23園増加となっている。 

 

③ 小学校 

・ 本県の小学校数は232校となっており、前年度より１校減少、５年前より10校減少

となっている。 

 

④ 中学校 

・ 本県の中学校数は132校となっており、前年度より１校減少、５年前より６校減少

となっている。 

 

⑤ 義務教育学校（平成28年度創設） 

・ 本県の義務教育学校数は４校となっており、前年度より１校増加、５年前より４校

増加となっている。 

  

⑥ 高等学校 

・ 本県の高等学校数は51校となっており、前年度と同数、５年前より３校減少となっ

ている。 

（表１） 

 



(2) 園児・児童・生徒 

① 幼稚園 

・ 本県の園児数は4,575人となっており、前年度より374人減少、５年前より1,915人

減少となっている。 

 

② 幼保連携型認定こども園 

・ 本県の園児数は14,743人となっており、前年度より16人増加、５年前より1,005人

増加となっている。 

 

③ 小学校 

・ 本県の児童数は57,196人となっており、前年度より1,454人減少、５年前より4,397

人減少となっている。 

・ 昭和59年度以降減少を続けていた中で、平成30年度には一旦増加に転じたが、翌年

度から再び減少し、今年度は過去最少となった。 

 

④ 中学校 

・ 本県の生徒数は30,341人となっており、前年度より368人減少、５年前より246人増

加となっている。 

・ 昭和63年度以降の減少傾向の中で、令和元年度に過去最少となった。翌年度から増

加に転じたが、今年度は再び減少となった。 

 

⑤ 義務教育学校 

・ 本県の児童生徒数は673人となっており、前年度より480人増加、５年前より673人

増加となっている。 

 

⑥ 高等学校 

・ 本県の生徒数は専攻科を除き28,356人（専攻科含め28,754人）となっており、前年

度より134人増加（同148人増加）、５年前より2,495人減少（同2,564人減少）となっ

ている。 

・ 平成３年度以降減少を続けていた中で、平成22年度に一旦増加に転じた。翌年度か

ら再び減少していたが、今年度は再び増加に転じた。 

（表２・参考１） 

 



２ 幼稚園 

 

(1) 園数 

園数は88園で、前年度より２園減少している。 

設置者別では、国立１園、公立10園、私立77園となっている。 

（表３） 

 
 

 

 

(2) 学級数 

学級数は321学級で、前年度より21学級減少している。 

設置者別では、国立５学級（対前年度増減なし）、公立17学級（同６学級減少）、私立

299学級（同15学級減少）となっている。  

１学級当たりの園児数は14.3人（対前年度0.2人減少）となっている。 

（表４） 

 
 

 

 

(3) 園児数 

園児数は4,575人で、前年度より374人減少している。 

年齢別では、３歳児が1,385人（対前年度41人減少）、４歳児が1,459人（同227人減少）、

５歳児が1,731人（同106人減少）となっている。 

小学校第１学年の児童数に対する当該年３月の幼稚園修了者数の比率（就園率）は20.4%

で、前年度より0.3ポイント低下している。 

認可定員は10,522人で、国立は124人（対前年度増減なし）、公立は680人（同40人減少）、



私立は9,718人（同460人減少）となっている。 

認可定員と園児数との差は5,947人で、前年度より126人減少している。 

（表５・６） 

 

 

 

 

 

 

(4) 教職員数 

教員数は736人で、前年度より14人減少している。 

男女別では、男性が76人（対前年度４人増加）、女性が660人（同18人減少）となって

いる。 

教員のうち女性教員の占める割合は89.7%で、前年度より0.7ポイント低下している。 

教員１人あたりの園児数は6.2人（対前年度0.4人減少）となっている。 

  （表７） 

  



３ 幼保連携型認定こども園 

 

(1) 園数 

園数は150園で、前年度より４園増加している。 

設置者別では、私立のみとなっている。 

（表８） 

 

 

 

(2) 学級数 

学級数は535学級で、前年度より15学級増加している。 

１学級当たりの園児数は27.6人（対前年度0.7人減少）となっている。 

（表９） 

 

 

 

(3) 園児数 

園児数は14,743人で、前年度より16人増加している。 

年齢別では、０歳児が664人（対前年度18人減少）、１歳児が2,191人（同116人増加）、

２歳児が2,350人（同26人増加）、３歳児が3,088人（同14人増加）、４歳児が3,167人（同

64人減少）、５歳児が3,283人（同58人減少）となっている。 

小学校第１学年の児童数に対する当該年３月の幼保連携型認定こども園修了者数の比

率（就園率）は37.4%で、前年度より1.9ポイント上昇している。 

認可定員は16,177人となっており、認可定員と園児数の差は1,434人（対前年度162人増

加）となっている。 

 （表10・11） 



 
 

 

 

 

 

(4) 教育・保育職員及びその他の職員数 

教育・保育職員数は2,838人で、前年度より７人増加している。 

男女別では、男性が170人（対前年度５人減少）、女性が2,668人（同12人増加）となっ

ている。 

教育・保育職員のうち女性教育・保育職員の占める割合は94.0％で、前年度より0.2ポ

イント上昇している。 

教育・保育職員1人あたりの園児数は5.2人（対前年度増減なし）となっている。 

（表12） 

 



４ 小学校 

 

(1) 学校数 

学校数は232校で、前年度より１校減少している。 

設置者別では、国立１校、公立230校、私立１校となっている。 

へき地等指定学校は29校で、前年度と同数である。 

また、特別支援学級を置く学校数は190校（全学校の81.9%）で、前年度より３校減少

している。 

              （表13） 

 

 

 

 

(2) 学級数 

学級数は2,776学級で、前年度より１学級増加している。 

編制方式別では、単式学級が2,127学級（対前年度20学級減少）、複式学級が123学級（同

学級増加）、特別支援学級が526学級（同18学級増加）となっている。 

１学級当たりの児童数は20.6人（対前年度0.5人減少）となっている。 

（表14） 

 

 

  



(3) 児童数 

児童数は57,196人（対前年度1,454人減少）で、このうち特別支援学級の児童数は2,541

人（同119人増加）、複式学級の児童数は993人（同47人減少）となっている。 

この５年間で、特別支援学級の児童数は45.4%増加しており、複式学級の児童数は7.7%

増加している。 

                                     （表15） 

 

 

 

(4) 教職員数 

教員数は4,322人で、前年度より60人増加している。 

男女別では、男性が1,498人（対前年度13人減少）、女性が2,824人（同73人増加）とな

っている。 

教員のうち、女性教員の占める割合は65.3%で、前年度より0.8ポイント上昇している。 

                                                  （表16） 

 

 

 

 

 

  



５ 中学校 

 

(1) 学校数 

学校数は132校で、前年度より１校減少している。 

設置者別では、国立１校、公立122校、私立９校となっている。 

へき地等指定学校は12校で、前年度と同数である。 

また、特別支援学級を置く学校数は108校（全学校の81.8%）で、前年度より４校増加し

ている。 

（表17） 

 

 

 

 

(2) 学級数 

学級数は1,224学級で、前年度と同数となっている。 

編制方式別では、単式学級が974学級（対前年度13学級減少）、複式学級が７学級（同

１学級増加）、特別支援学級が243学級（同12学級増加）となっている。 

１学級あたりの生徒数は24.8人（対前年度0.3人減少）となっている。 

  （表18） 

 

 

  



(3) 生徒数 

生徒数は30,341人（対前年度368人減少）で、このうち特別支援学級の生徒数は980人（同

61人増加）、複式学級の生徒数は48人（同３人増加）となっている。 

この５年間で、特別支援学級の生徒数は36.7%増加しており、複式学級の生徒は54.8%増

加している。 

（表19） 

 
 

 

 

(4) 教職員数 

教員数は2,704人で、前年度より32人減少している。 

男女別では、男性が1,494人（対前年度16人減少）、女性が1,210人（同16人減少）と

なっている。 

教員のうち、女性教員の占める割合は44.7％で、前年度より0.1ポイント低下してい

る。 

（表20） 

 

 



６ 義務教育学校 

 

(1) 学校数 

学校数は４校で、前年度より１校増加している。 

設置者別では、公立４校となっている。 

へき地等指定学校は２校で、前年度と同数である。 

また、特別支援学級を置く学校数は３校で、前年度より１校増加している。 

（表21） 

 

 

 

 

(2) 学級数 

学級数は51学級で、前年度より25学級増加している。 

編制方式別では、単式学級が39学級（対前年度22学級増加）、複式学級が２学級（同３

学級減少）、特別支援学級が10学級（同６学級増加）となっている。 

１学級あたりの生徒数は13.2人（対前年度5.8人増加）となっている。 

（表22） 

 

 

 

 

  



(3) 児童生徒数 

児童生徒数は673人（対前年度480人増加）で、このうち特別支援学級の生徒数は29人（同

19人増加）、複式学級の生徒数は20人（同21人減少）となっている。 

（表23） 

 

 

 

 

(4) 教職員数 

教員数は97人で、前年度より38人増加している。 

男女別では、男性が44人（対前年度21人増加）、女性が53人（同17人増加）となって

いる。 

教員のうち、女性教員の占める割合は54.6%で、前年度より6.4ポイント低下してい

る。 

（表24） 

 

 



７ 高等学校（全日制・定時制） 

 

(1) 学校数 

学校数は51校で、前年度と同数となっている。 

設置者別では、公立本校36校、私立本校14校・分校１校となっている。 

                                        （表25） 

 

 

 

 

(2) 学科数（専攻科を除く） 

学科数は112学科で、前年度より２学科増加している。  

学科別では、普通科の33学科が最も多く、次いで商業科及びその他の17学科となってい

る。 

 （表26，図１） 

            

 

 

 

 



 

 

 

(3) 生徒数 

本科生徒数は28,356人（対前年度134人増加）となっている。 

学科別では、普通科12,534人（全生徒数比44.2%）、工業科4,100人（同14.5%）、商業

科3,662人（同12.9%）となっており、この３科で全体の71.6%を占めている。 

男女別割合では、男子では普通科44.1%、工業科23.6%、女子では普通科44.3%、 商業科

16.6%の順となっている。 

専攻科生徒数は398人（対前年度14人増加）となっている。 

   （表26・27・28，図２） 

 

 

 



 

 

 

 

 

(4) 入学状況（専攻科を除く） 

入学定員は11,850人（公立7,840人、私立4,010人）で、前年度と同数となっている。 

入学志願者数は18,468人（公立9,110人、私立9,358人）で、前年度より648人増加して

いる。 

入学者数は9,983人（公立6,700人、私立3,283人）で、前年度より265人増加してい

る。 

（表29） 

 

 



 

 

(5) 教職員数 

教員数は2,561人で、前年度より10人減少している。 

男女別では、男性が1,730人（対前年度12人減少）、女性が831人（同２人増加）となっ

ている。 

教員のうち、女性教員の占める割合は32.4%で、前年度より0.2ポイント上昇している。 

（表30） 

 

 

 

 



８ 中等教育学校 

 

(1) 学校数 

学校数は１校のみである。 

前期課程の学級数は３学級である。 

後期課程の学科数は本科全日制の普通科１学科のみである。 

 

(2) 生徒数 

前期課程の生徒数は118人で、前年度より５人増加している。 

後期課程の生徒数は101人で、前年度より５人減少している。 

（表31） 

 

 

 

 

(3) 教職員数 

教員数は37人で、前年度より１人増加している。 

男女別では、男性が28人（対前年度１人増加）、女性が９人（同増減なし）となってい

る。 

教員のうち女性教員の占める割合は24.3％で、前年度より0.7ポイント低下している。 

（表32） 

 
  



９ 特別支援学校 

 

(1) 学校数 

学校数は13校（対前年度増減なし）で、本校12校（同増減なし）、分校が１校（同増減

なし）となっている。 

（表33） 

 

(2) 学級数 

学級数は422学級（対前年度７学級減少）となっている。 

１学級あたりの在学者数は3.2人（同0.1人減少している）となっている。 

（表33） 

 

 

 

 

(3) 在学者数 

在学者数は1,362人で、前年度より41人減少している。 

在学者を障がい種類別にみると、「知的障がい」が56.5%、「知的障がいと肢体不自由」

が24.3%等となっている。 

通学状況別在学者数の割合は、家庭からの通学が86.0%、児童福祉施設からの通学が

7.3%、寄宿舎からの通学が4.7%等となっている。 

（表34・35・36，図３） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(4) 教職員数 

教員数は976人で、前年度より６人減少している。 

男女別では、男性が323人（対前年度７人減少）、女性が653人（同１人増加）となっ

ている。 

教員のうち、女性教員の占める割合は66.9%で、前年度より0.5ポイント上昇している。 

教員１人当たりの在学者数は1.4人（対前年度増減なし）となっている。 

（表37） 

 
 

 

 



１０ 専修学校 

 

(1) 学校数 

学校数は35校で、前年度より１校減少している。 

設置者別では、公立１校、私立34校となっている。 

（表38） 

 

 

 

 

 

(2) 学科数 

学科数は88学科（対前年度11学科減少）となっている。 

学科別では、商業実務関係の28学科が最も多く、次いで医療関係の20学科となっている。 

（表39，図４） 

 

 

 

 



 

 

 

(3) 生徒数 

生徒数は4,489人（対前年度20人減少）となっている。 

学科別では、「医療関係」が2,041人（全生徒数比45.5%）、「商業実務関係」が782人

（同17.4%）、「文化・教養関係」が737人（同16.4%）等となっている。 

課程別では、高等課程が526人（全生徒数比11.7%）、専門課程が3,802人（同84.7%）、

一般課程が161人（同3.6%）となっている。 

（表40・41） 

 

 

 



 

 

 

 

 

(4) 入学状況 

入学定員は3,573人で、前年度より70人増加している。 

このうち、春期定員（入学時期が令和５年４月１日から５月１日まで）は3,408人とな

っている。 

学科別の入学定員は、商業実務関係980人、医療関係896人等となっている。 

春期入学者数は2,005人（男824人、女1,181人）で、医療関係702人、商業実務関係419

人等となっている。 

（表42） 

 

 

 

  



(5) 就職者数 

 卒業者1,848人（男785人、女1,063人）のうち、78.1%にあたる1,443人（男570人、女873

人）が就職している。  

 学科別の就職率では、服飾・家政関係100.0%、農業関係が94.1%、工業関係が91.8%等

となっている。 

（表43） 

 
 

 

 

 

(6) 教職員数 

教員数は367人で、前年度より５人減少している。 

男女別では、男性が134人（対前年度１人増加）、女性が233人（同６人減少）となって

いる。 

教員のうち、女性教員の占める割合は63.5%で、前年度より0.7ポイント低下している。 

（表44） 

 
 



１１ 各種学校 

 

(1) 学校数 

学校数は３校で、前年度より１校減少している。 

設置者別では、私立のみとなっている。 

 （表45） 

 

 

 

 

(2) 課程数 

課程数は２課程で、前年度より３課程減少している。 

課程別では、医療関係が１課程、予備校が１課程となっている。 

（表46，図５） 

 

 



 

 

 

 

(3) 生徒数 

生徒数は32人で、前年度より38人減少している。 

課程別では、「医療関係」が32人（全生徒数比100.0%）となっている。 

これを男女別にみると、男子が４人、女子は28人となっている。 

 

 （表47） 

 

 

 

 

(4) 教職員数 

教員数は４人で、前年度より９人減少している。 

男女別では、男性が０人（対前年度３人減少）、女性が４人（対６人減少）となって

いる。 

教員のうち、女性教員の占める割合は100.0%で、前年度より23.1ポイント上昇してい

る。 

   （表48） 



 
 


